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まちの魅力を知りたい。まちの課題を解決したい。自分のできるコトからはじめたい。

「いちょうカレッジ」は、そんな人と、これからの「まちづくり」をいっしょに考えます。

令和6年度



「 いちょ う カレッ ジ」 と は

誰もが安心でき、住み続けたいまちをめざして

　 それぞれがまちの「 課題」をもち寄り、まちづく りの「 ヒ ント 」をもち帰る。

いちょう カレッ ジ がめざ すのは、頼れるまちづく りのプラット フォームで す。

開かれた 市民大学として、「 学んだことを 地域で 活かす」を テーマに、

学びと 実践の循環を 実現し 、魅力的なまちづくりを サポート していきます。

　「 やってみたい」が見つかる、講座・ グループワーク・まち歩き体験などをはじ

めとした、入門科、プレ本科、本科、専科の4種類のコースからなる、体系的か

つ多彩なカリキュラムで、あなたの学びたい気持ちを応援します。

今年度のいちょ う カ レッ ジ参加者

全 13  コ ース　  のべ約 1,50 0  人



大阪を 語ろう ～好き やねん大阪～コ ース  4

未来に向けての第一歩コ ース
～こ んな 社会になっ たら いいなを 考えてみよう ～ 5

まちにサンカ ク！「 つく る・ つたえる・ つながる 」コ ース 6

大阪の魅力発見コ ース  7

まちにサンカ ク！「 つく る・ つたえる・ つながる 」コ ース     8

大阪の魅力発信コ ース 12

本科特別コ ース  まち づく り のアク ショ ン プ ラ ン 実践コ ース  16

いのちを 守る防災コ ース  18

こ ども と 地域社会コ ース 19

市民活動団体立ち上げ入門コ ース

SN Sで 情報発信コ ース 21

地域と 人をつなぐ 場を学ぶ シェ アスペース・ レンタルスペース活用コ ース 2 2

まちと 関わるきっ かけ作り コ ース 大正区編 2 3

受講実績・ アンケート 結果 2 4

次年度のいちょ う カレッ ジ・ お問い合わせ 2 6

これから地域と関わってみたい方へ

も く じ

学んだことを地域で活かすためのコース

地域活動に役立つ知識や技術にみがきをかける

プレ本科

まちづくりの第一歩。 まずは参加してみたい方へ

本　 科

専　 科

入門科

～活動を 始めるための仲間づく り・ 活動資金づく り を 学ぼう！～             2 0    
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参加者それぞれの大阪の魅力・思い出を気軽におしゃべりしながら共有し、

これまで知らなかった大阪の魅力を講師と共に発見しました。

●大阪の歴史、昔話をたく さ ん聞く こ と ができ 、と ても 勉強になり まし た。

●グループ毎に色々な魅力のある資料を持ち寄っ て話ができ 、有意義な時間でし た。

●生まれ育った大阪についてもっと 知り たいと 思いました。ますます大阪が大好きになりました。

受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

講師所蔵の絵ハガキの解説（ 第1回） 絵ハガキを実際に手にと って（ 第1回） 持ち寄った思い出の品々を紹介（ 第2 回）

入門科①

6/4～6/11  毎週火曜日 14 :0 0 ～16 :0 0 　 全2回

33 名(のべ5 4 名) 総合生涯学習センター

日   時

会   場参加者数

大阪を語ろう～好きやねん大阪～コース

昔の写真アルバムや絵ハガキ、古地図や雑誌・ 新聞の切り 抜きなど、

大阪にまつわる品を持ち寄りエピソード や思い出を語り 合いまし た

絵ハガキなどの資料を元に、大阪の名所・ 土地・ 建築などにまつわるエピソード を

紹介し 、受講者同士グループに分かれて資料を元に話し 合いまし た

大阪の思い出話をし ませんか？

様々な”モノ ”から見る大阪の歴史と 魅力

陸奥　 賢

観光家/

コ モンズ・ デザイナー/

社会実験者

1

2

/

/

6

6

4

11
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社会課題の解決に取り組むゲストの事例紹介等からヒントを得て、

受講者各自がいいなと思う社会に近づくための第一歩を考えました。

社会課題解決のプロと 一緒に未来を考えよう
中川　 悠

N PO 法人チュラ キューブ代表理事/

株式会社G IV E＆G IFT代表取締役/

大阪国際工科専門職大学 情報工学科 准教授

中川　 悠

社会課題解決のプロに話を聞いてみよう

みんなの「 わたしアクショ ン」

●いろいろな人の話がきけたこ と 。自分に何ができるのか考えるきっかけをいただきまし た。

●自分がやっている事と 社会をつなげていく 事がなかなかう まく つながらずにいまし たが

   少し 見えてきまし た。わかり やすく 取り 組みやすかったです。

●学びが沢山あり 、豊かな気持ちでいっぱいです。

受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

1

2

3

どのよう な社会課題に興味があるか考える（ 第1回） インタ ビュー形式で
わたしアクショ ンを 発表（ 第3 回）

ゲスト の事例紹介からヒ ント を得る（ 第2回）

入門科② 

SD Gsの視点から、自分がいいなと 思う 社会がどのよう なも のか考える

社会課題に取り 組む方をゲスト に迎え、事例をもと にヒント を得る

学んだヒ ント をも と に、自分がいいなと 思う 社会に近づく ための

第一歩を考える

第2 回で考えたこと の実現に向けて、自身ができる第一歩を

「 わたし アクショ ン」とし て受講者全員で共有する

/6

/6

/6

6

13

6/6～6/20  毎週木曜日 19 :0 0 ～21:0 0 　 全3 回日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 20 名（ のべ49名）

未来に向けての第一歩コース

中川　 悠

【 ゲスト 講師】

織田　 智子
（ 認定N PO 法人プール・ ボランティ ア事務局長）

福住　 文子
（ 一般社団法人HO M Eステーショ ン代表理事）

町矢　 真美
（ 一般社団法人ひらく 代表）

20

～こんな社会になったらいいなを考えてみよう～
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手を動かしてつくり、想いや考えをつたえることで、自らを表現しながらまちに参画していく手法や

技術についてワークショップで体感しながら学びました。

「 つく る・ つたえる・ つながる」オンガク 編
即興で音楽をつく るプロセスを通じ て「 つく る・ つたえる・ つながる」

の世界を体験する

スナッ プ写真からオリジナルスト ーリ ーをつく ること で、日常の中にある

「 つく る・ つたえる・ つながる」のヒ ント を探る

即興演劇を作る体験から 、自分や他の人の特性を読み解き、

組み合わせて活かす手法について

それぞれの内面にあるも のを言語化し 、服と いう カタ チにし て

表現する手法について

「 つく る・ つたえる・ つながる」シャシン編

「 つく る・ つたえる・ つながる」ファッ ショ ン編

既存の物を組み合わせて立体作品を制作し 、そこに込めた想いや

考えを共有すること で、「 つく る・ つたえる・ つながる」を体感する

「 つく る・ つたえる・ つながる」エンゲキ編

「 つく る・ つたえる・ つながる」アート 編

●楽し かっ たです。「 子ども の時にこ の講座を体験し たかっ たな」と も 思いまし た。

●人それぞれの発想がおも し ろ かっ たです。

●自分の気持ちを上手に伝えていき たいと 思いまし た。

受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

1

2

3

4

5

共通点を見つけてオリ ジナルの曲作り (第1回) 写真からスト ーリ ーを考える(第２ 回) 想いを身に着けてファッ ショ ンショ ー(第4 回)

/

/

/

/

/

8

8

8

8

9

2

9

23

30

13

8/2～8/30  毎週金曜日 19 :0 0 ～21:0 0 　 全5回日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 1 8 名（ のべ5 9 名）

山本 あつし

名古屋学芸大学

メ ディ ア造形学部

デザイン 学科 准教授/

事業プロデューサー

まちにサンカク！「つくる・つたえる・つながる」 コース
プレ本科① 

※講師都合により 8 /16を9/13 に振替



堺の歴史、文化そし て人を繋ぐ自転車タ クシーの魅力と 活動紹介

昨年度本科修了者のガイド によるまち歩きの体験

各回の振り 返りとまち歩きスゴロクの体験

書籍編集者の仕事の紹介、キャッチコピーを考えるワークショッ プ

プレ本科コ ースと 本科コ ースと の関係性の説明、
まちの魅力を発見するポイント の解説

7

新たなまちの魅力を発見するための講師の様 な々お話や、ワークショップ、

前年度修了者のガイドによるまち歩きの体験を通じて、大阪の魅力の見つけ方を学びました。

オリエンテーショ ン/まちの魅力を発見するポイント 陸奥 賢

観光家/コ モンズ・ デザイナー/

社会実験者

小野 紗也香

書籍編集者

中上 愛

堺東「 割烹秀」3 代目女将/

自転車タ クシー 

チクロヴォ ーチェ 代表/

女将さ ろんなごみ主宰

見慣れたも のから 魅力を見つける、伝える！

歩いて発見！まちの魅力を探し に行こう

大阪の魅力発見コース

割烹女将が自転車タ クシー観光！？

陸奥 賢
【 ガイド 】

令和5 年度
いちょ う カレッ ジ修了者

まち歩きスゴロクを体験してみよう
陸奥 賢

●興味深い活動をいろ いろ な方々がさ れていると 知れて良かっ たです。

●受講者の皆さ んと の話し 合いができ て楽し かっ たです。

●毎回いろ いろ な分野の方が来ら れ、いろ んな情報を 得る事ができ まし た。

受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

1

2

3

4

5

キャッ チコ ピーを考えるワークショ ッ プ（ 第2 回） 自転車タ クシーの紹介（ 第3 回） 修了者のガイド でまち歩き（ 第4 回）

プレ本科② 

/

/

/

/

/

27

3

10

17

24

8/27～9/24  毎週火曜日 14 :0 0 ～16 :0 0 　 全5回日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 30 名（ のべ143 名）

まち歩き

8

9

9

9

9



本科 まちにサンカク！「 つくる・ つたえる・ つながる」コース

主任講師から のメ ッ セージ
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　 私たち の祖先は、目の前に立ちはだかる困難にただひれ伏すのではなく 、便利な道具や方法、ある

いは新たな可能性を「 つく る」こと によって未来を切り 拓いてきまし た。そし ていま、私たちはここにい

ます。いつの時代も「 つく る」と は、何かに作用し 変化をも たら す行為だったのではないか。そんなふう

に思います。

　 では、なぜ人は「 つく る」のか？それはもし かすると 、「 つたえる」ためだったのかもし れません。あっ

ちに敵がいる、こっちに美味し いも のがある、あなたのこと が好き だ、仲間になり たい。「 つく る」こと

でそんな状況や感情をカタ チにし 、相手に「 つたえる」こと ができる。そんなふう にし て他者と「 つなが

る」こと を実現し 、人は社会を育ててきたのではないでしょう か。

　 今年度の講座テーマは「 つく る・ つたえる・ つながる」。自ら 手を 動かし てつく り 、想いや考えをつた

えること で、「 人と 人」、「 人と まち 」がつながっていく 。そんな体験を 通し て、まちに「 参画」し ていく 技

術や手法を学ぶ機会にし たいと 考えたのでし た。

　 全5 回のプレ本科では、ウォーミ ングアッ プとし て毎回即興で曲や物語、演劇、服、アート 作品を 制

作するワークショッ プを行いまし た。時にはグループになって制作過程を共有し 、でき あがったも のに

ついて発表し あう こと でお互いを理解し あい、受講者どうし のつながり を生み出すこと を試みまし た。

　 また本科では、自分を 表現すること でつながり を 生み出すメ ディ ア（ 媒体）とし ての屋台「 メ ディ 屋

台」を一人一台ずつ制作しまし た。屋台で何をし て、どんなつながりを生み出すのか？それぞれが一か

ら 企画を 立て、図面を 描き 、ダンボールなど身近にある素材を使った手づく り の屋台を 、大阪市立生

涯学習センタ ーの総合フェ スタ に出店。当日は、駄菓子で茶の湯を 愉し む屋台、レト ロファッ ショ ンや

雑貨を愛でる屋台、勉強中の占いを実践し てみる屋台、大好き な「 たらこ 料理」のレシピをシェ アする

屋台など、ちょっと 風変わり な1 0 台の屋台が並び、あちこ ちで談笑する声と 共にあたたかなつながり

が生まれていること を実感できまし た。

　 あら ゆる技術やサービスが充実し ていく 一方で、「 コ スパ」や「 タ イパ」が重視さ れる風潮の中、私た

ちは「 つく る」こと を 誰かに任せるあまり 、「 つたえる」「 つながる」こと を疎かにし ていないでしょう か。

「 つく る・ つたえる・ つながる」こと 、それはまさ に生き る力そのも の。世界のあちこ ち で格差が広が

り 、対立が続く いまだからこ そ、その力の大切さ を改めて感じます。

　 2 0 2 2 年度から 3 年間、いちょう カレッ ジで講座を 担当さ せていただい

たこと を幸せに感じ ます。受講者の皆さ ま、スタッフ の皆さ ま、有難う ござ

いまし た。

作 る 、造 る 、創 る 。

主任講師

山本 あつし
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9/27～12 /13  毎週金曜日 19 :0 0 ～21:0 0 　 全12回

手を動かしてつくり、想いや考えをつたえることで、自らを表現しながらまちに参画していく

手法や技術について学びました。本科コースでは「人・物・事・場所」や「社会」とつながるため

のメディア装置としての屋台「メディ屋台」の制作から出展に挑戦しました。

まちにサンカク！「つくる・つたえる・つながる」コース
本 科 ①

日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 12名(のべ118 名)

オリエンテーショ ンと 自己紹介
/9 271

山本 あつし
名古屋学芸大学

メ ディ ア造形学部 デザイン学科
准教授 / 事業プロデューサー

【 ゲスト 講師】

今村　 謙人

山本 あつし

山本 あつし

カ モメ・ ラ ボ代表/
合同会社ルツボ代表社員/
橋ノ上ノ 屋台共同店主

受講者同士、お互いを知るための自己紹介、講座の受講動機について

で、「 メ ディ 屋台」ってなあに？
/10 42 屋台の歴史やいく つかの事例から屋台について知り 、メ ディ ア装置としての

屋台について考える

実践者にいろいろ聞いてみよう
/10 113

/10 184

屋台活動の実践者をゲスト に招き 、話を伺う

「 メ ディ 屋台」で何を表現する？
それぞれのできること 、やり たいことを手掛かり に、メ ディ 屋台で何を伝える

のかを対話し ながら 構想を練る

●回を増すごと に楽し く なってきまし た。日ごろ使っていない脳の部分を使う と いう

　 目的が達成さ れまし た。

●いつも いつも 感動し ています。背中をそっと 押し て頂き、気付きや発見があり ます。

●普段の自分だと 選ばないこと にチャレンジできてよかった。

受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

/10 255

「 メ ディ 屋台」で何と つながる？
メ ディ 屋台をつく ること でどんなつながり を生み出せるのか、対話し ながら

更に構想を練る

/11 16

/11 87

/11 158

「 メ ディ 屋台」を設計し よう
頭のなかにあるメ ディ 屋台のイメ ージをまずは絵にして、図面にする

「 メ ディ 屋台」の制作
ダンボールなど色々な材料を 使って、実際にメ ディ 屋台をつく る

/11 239

/11 2910

/12 611

「 メ ディ 屋台」をお披露目し よう
1年に1度のセンタ ーの文化祭「 総合フェ スタ 」で、メ ディ 屋台をお披露目する

/12 1312
ふり かえり
本科での学びをみんなでふり かえる

発表会
メ ディ 屋台の構想から 制作、そして実践を 通して得た気付きをみんなで共有する

※「 メ ディ 屋台」をお披露目し よう（ 準備）【 11/2 2 】



講座風景

1 0



最終発表

1 1

班に分かれて気になるまちを取材し、まちの魅力や見どころを詰め込んだ文化祭「総合フェスタ」で

まち歩きスゴロク」を作成し、それぞれのコースでまち歩きを行いました。



1 2

　 今年の大阪の魅力発信コ ースは2コ ースのまち 歩きフォト スゴロク が完成し まし た。「 大正区・ 三軒

家・ 泉尾エリ ア」と「 港区・ 天保山・ 築港エリ ア」です。毎年、いろんなエリ アが選ばれるのですが、今年

は、なぜか大阪湾、海に近い港町エリ アが選ばれまし た。

 

　 大正区は大阪の港町の中でも 、沖縄と の交流の歴史などがあり 、非常に特色あるまちと いえます。

とく に平尾エリ ア界隈（ サンク ス平尾商店街）に沖縄料理の店や沖縄の物産店などがあったり するの

ですが、今回のまち 歩き は大正駅近く の三軒家・ 泉尾界隈だったので、どちら かと いう と 近代以前の

大正区が中心的に取り 上げら れまし た。具体的には船番所の跡地や安政大地震の記念碑などです。

 

　 とく にまち 歩きツアーのさ いに、みなさ んが足をと めて印象的だったのは八坂神社の「 中村勘助源

義久彰徳碑」でしょう か。中村勘助こと 木津勘助は伝説的な義侠の人ですが、江戸時代、戦前は大阪

庶民のヒ ーローとし て大人気でし た。その勘助が流さ れたのが勘助島で現在の大正区・ 三軒家エリ ア

あたりと いう こと になるのですが、そのゆかり の場所と いう こと で八坂神社に巨大な顕彰碑があり ま

す。見物(みも の)ですので、ぜひと も 足を運んでみてく ださ い。

 

　 港区・ 天保山・ 築港エリ アのまち 歩きフォト スゴロク で特筆すべきポイント は水上消防署を 取り 上

げたこと でしょう 。こ れは実際のまち 歩きツアーのさ いにも 見学に訪れて、水上消防署の担当者の方

にいろいろと お話をお聞きすること が出来まし た。「 海上保安庁などは海での活動が多いので愛称と

し て『 海猿』と 呼ぶが大阪の水上消防署は川での活動が多いので『 川猿』と 呼ばれている」「 年間1 2 0

回ほど川の事故などで出動し ている」「 大川は濁っていて特に夏場は視界が悪く 隊員同士の意思疎

通にはロープなどで合図を 送る」と いった大変、貴重でリ アルな体験談でし た。水上消防署のみなさ

んには厚く 御礼を申し 上げたいところです。

 

　 充実し たまち 歩きフォト スゴロク かつツアーで、講師とし ては何も いう 不平不満はないのですが、

少し 例年に比べて受講者が少ないのがもったいなかったよう に思います。例年であれば3 コ ース、4

コ ースと まち 歩き チームが結成さ れるのですが今年は2 チームでし た。受講の申し 込みは水物で年

度によって変動あるも のですが来年度はもう 少し 受講者が増えてほし い

と 思っています。と いう わけで、みなさ んの受講申し 込み、ご参加を心より

お待ちし ております（ 笑）

本科 大阪の魅力発信コ ース

主任講師から のメ ッ セージ

主任講師

陸奥　 賢　



まちの魅力を発信するための講座・グループワークや、まち歩きの体験・まち歩きガイド

の実践を通して、大阪の人とまちの魅力を伝えるエディターを育みました。

大阪の魅力発信コース
本 科 ②

1 3

10/2 2～2 /2 5  毎週火曜日 14 :0 0 ～16 :0 0 　 全15回日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 11名(のべ109名)

オリエンテーショ ン/自己紹介と まち紹介/10 221
陸奥 賢
観光家/コ モンズ・ デザイナー/
社会実験者カリ キュラムの説明、受講者同士の自己紹介/過去のまち歩きスゴロクの紹介

まちの隙間を見つけてく つろぐ 流し のこ たつ/11 124
いつもと 異なるまちの見え方について解説/屋外でこ たつに入るワークショ ッ プ

まちの情報を誰かに伝える/11 195
からほりごはんの事例紹介、情報を伝える手段について解説

まち歩きスゴロクについて/まち歩きガイド のコツ/11 266

陸奥 賢

ゲスト 講師回の振り 返りと まち歩きガイド のコツ・ ポイント の解説

【 グループ活動】まち歩きスゴロクの制作①/12 37
グループに分かれてまち歩きスゴロクの制作

【 グループ活動】まち歩きスゴロクの制作②/12 108
グループに分かれてまち歩きスゴロクの制作

【 グループ活動】まち歩きスゴロクの制作③/12 179
グループに分かれてまち歩きスゴロクの制作

【 グループ活動】まち歩きスゴロクの制作④（ 完成）/1 1410
グループに分かれてまち歩きスゴロクの制作

まち歩きに出かけよう ②/1 2111
主任講師によるガイド でまち歩き（ 日本橋を巡る）

【 最終発表】チャレンジ！まち歩きガイド の実践
/1 2812 各グループが作成し たまち歩きスゴロクを 使って、現地でまち歩きガイド に挑戦

まち歩きに出かけよう ③
/2 413

主任講師によるガイド でまち歩き（ 茶臼山を巡る）

【 最終発表】チャレンジ！まち歩きガイド の実践
/2 1814 各グループが作成し たまち歩きスゴロクを 使って、現地でまち歩きガイド に挑戦

完成し たまち歩きスゴロクを眺め、各班のガイド で印象に残ったポイント を共有
全体振り 返り・ まと め

/2 2515

まちの魅力を伝える方法/まち歩きに出かけよう ①
/10 292 陸奥 賢新旧観光マッ プを見比べて総合生涯学習センタ ー周辺を解説/主任講師による

ガイド でまち歩き（ 総合生涯学習センタ ー周辺）

堺東商店街のまちづく り に学ぶ
/11 53

矢本 憲久

商店街におけるまちづく り の取り 組みについて解説

堺東駅前商店街振興組合理事長/
堺市商店連合会副会長/
大阪府商店街振興組合連合会
理事・ 青年部副部長

奥井 希、梅田 郁美
流し のこ たつ

ワタ ナベ ナオミ
から ほり ごはんのなかのひと

まち歩き

まち歩き

まち歩き

まち歩き

まち歩き



講座風景

1 4

オリエンテーショ ン

ゲスト 講師による講義

エリ ア決め
まち歩きスゴロク 制作風景

主任講師によるまち歩き



最終発表

班に分かれて気になるまちを取材し、まちの魅力や見どころを詰め込んだ

「まち歩きスゴロク」を作成し、それぞれのコースでまち歩きを行いました。

1 5

受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

●15回も あっ たと は思えないほど楽し すぎて、あっ と いう 間に感じ まし た。

●まち歩きをし て、たく さ んのこ と に気づかせてく れまし た。

●企画そのも のが大変良い。「 魅力発信」の名にふさ わし い。 

2 班

1 班

「 大正 三軒家」

「 大阪近代港湾
   発祥の地 築港」



主任講師

山田　 摩利子　

　 今年は、まちづく り の概念や方法論をより 踏み込んだ形として、「 事業計画書の作成」をゴールとし た

カリ キュラムを 作らせていただきまし た。集まった参加者の方は、実際にまちづく り でやり たいと 思って

いるこ と があるけれど 、その実現に向けての壁打ちをして欲し い人から 、まだ具体的にやり たいこ と は

見つかっていないけれど、何をどこ から どのよう に手をつけたら いいのかの整理のために参加さ れた方

までと 、幅広く 集まっていただいた印象です。

　 1回目の講座は、参加者の方と の交流を 大事にし たアイスブレイク も 含めた内容にし まし た。私にと っ

ては参加者の方の属性や想いを 確認する時間でも あり ますし 、何より２ 回目以降に用意し ているカリ

キュラムの内容が、参加者全員に響く 内容になっているのかを再確認する時間でも あり 、毎回ド キド キで

すが、ワクワクしています(笑)

　 今回の1回目は自己理解のための自己分析と 他者分析をいれさ せていただきまし た。すでに事業を 計

画さ れている方は、自分のやり たいこと 、自分の特徴、強み弱みを 理解さ れていること と 思いますが再確

認し 、自分のブランディ ングに役立てていただく ために。一方で、まだ頭の中で自己理解についても 整理

できていない方は、多面評価などの視点も 取り入れた手法による自己分析の理解を 深めていただく 内容

とし まし た。以降は、それを 基軸とし 、事業テーマ決め、事業計画をつく り 、最終プレ ゼン 、最後はこの講

座の恒例である 、梅田～中津のエリ アを 歩いてフィ ールド ワーク で締めく く ると いう カリ キュラムでし た。

途中、1回が台風で 休講になってし まったので、駆け足で 進めた部分も あり まし たが、アンケート 結果で

は、満足していただいた方も 多く 、「 実際の活動に役立つ内容か」、「 講座で学んだ内容をボランティ アや

グループ 活動に活かし たいと 思ったか」の質問について、「 そう 思う 」「 ど ちら かと えいばそう 思う 」と 回

答してく ださ った方が多かったので安心し まし た。

　 最後に、まちづく り は、人々の関係性や協力を 深め、共に成長する場であると 考えます。そのため、「 ま

ち づく り の種」をこ のセンタ ーから 広げ、まちの未来を 創造していく 一助

を 担いたいと 思っています。来年は、持続可能なまちづく り について皆さ

んと 考え、今の課題を 整理し ながら 、この講座内だけで完結さ せよう と せ

ず、梅田や関西一円にある共創の場や実践できる場へと おつなぎしてい

きたいと 考えています

本科特別コ ース

まちづく り のアク ショ ンプラ ン実践コ ース

主任講師から のメ ッ セージ

1 6



1 7

まちづくり事業を企画する際の、分析力・企画力・計画力のスキルを身につけ、

実践につなげていきました。

●まち づく り 、事業計画づく り を短い時間で体系的に学べてと ても 良かっ たです。

●まち の現状や具体的な実例を 聞く こ と ができ 、問題解決に近づく 道筋は見つけら れる のだと 思いまし た。

●他の受講者の方の挑戦を いろ いろ と 聞く こ と ができ 、アド バイ スも いただけてと ても 良かっ たです。

受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

まちの課題を 話し 合い、活動テーマを 決めよう

/活動テーマを 分析し よう（ 第1回）

最終発表をし よう（ 第4 回） まちびらきをし た「 う めきた地区」

を見学し よう（ 第5 回）

本 科 ③

本科特別コース まちづくりのアクションプラン実践コース

8/3～9/28   隔週土曜日 10 :0 0 ～12 :0 0 　 全5回日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 15 名（ のべ50名）

※第3回は台風接近のため中止

まちの課題を話し 合い、活動テーマを決めよう

活動テーマを 分析し よう

山田 摩利子
一般社団法人う めらく 代表理事/

株式会社ip p o 代表取締役/

インキュベータ ー

【 ゲスト 講師】

小林まき 子
ブランディ ングディ レクタ ー/
キャリ アアド バイザー

山田 摩利子

企画書を 作成して中間発表をし よう

中止

1

2

3

受講者それぞれの活動テーマ（ 子ども・ 高齢者・ 防災・ 福祉など）

を決め、事業計画を立てる

それぞれの活動テーマについての企画書を 作成し 、中間発表をする

状況分析を 踏まえた企画ができているか、具体的な施策まで考え

ら れているか、中長期的な計画性があるかなど、講師から のフィ ード

バッ クをもら いながら 、企画をブラッ シュアッ プさ せていく

まちびらきをした「 う めきた地区」を見学し よう
5 2 02 4 年9月に先行まちびら きをむかえた「 う めきた地区」を見学して、

企画し たまちづく り のアク ショ ンプランを実践するイメ ージをふく ら ませる

8 / 3

8 / 17

8 / 31

最終発表をし よう

4 中間発表後にブラッ シュアッ プさ せた企画の最終発表をする

企画の実行性があるかどう かを検討し 、講座終了後に企画を

実践できるよう にする

9 / 14

9 / 28

※台風接近により 第3 回が中止と なった為、全4 回に改編して実施し た。



1 8

災害時における様 な々立場の人への支援方法や、避難所の運営や備えまで、

防災・減災に必要な考え方を様 な々テーマで学びました。

いのちを守る防災コース

●具体的でわかり やすかっ た。学びがたく さ んあり 、地震を身近に感じ るこ と ができ た。

●自分だけでなく 、まわり の人と のつながり が大切と 感じ まし た。

●心の底から ためになり まし た！

受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

要配慮者について考えるワークショ ッ プ（ 第2 回） 実際の避難所の事例紹介（ 第3 回） 避難所運営シミ ュレーショ ンの体験（ 第4 回）

専 科 ①

8 /3 ～8 /3 1  毎週土曜日 1 4 :0 0 ～16 :0 0   全4 回 日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 29名（ のべ95 名）

大阪防災メ ソッド   -もし 今災害が起こったら - 多田　 裕亮
大阪防災企画 代表/

防災士

1 地震についての解説や、備え、避難の考え方、

大阪防災アプリ の活用について

8 / 3

誰ひとり 取り 残さ ないために  -要配慮者への支援を 考える - 野村　 恭代
大阪公立大学 都市科学・

防災研究センタ ー教授
2

要配慮者の方々が抱える課題や個別避難計画についての解説
8 / 17

「 ひと つひと つのいのちを大切に」

避難所運営の考え方
山根　 一毅
大阪YM CA部長/ユース事業部責任者/

グロ ーバル事業グループ長
3

講師の避難所運営の経験をも と に具体的な現場の状況や

運営についての解説

8 / 24

みんなで助かるための避難生活を考えよう 湯井 恵美子
一般社団法人福祉防災コ ミ ュ ニティ 協会

理事兼上級コ ーチ/

防災士

4 能登半島地震における被害状況について説明、

避難所運営シミ ュレーショ ンの体験

9 / 7
※台風接近により 8 /31から 延期し 、会場×録画配信（ 9/2 5 ～10 /2 4 ）で実施し た

※台風接近により8/31を9/7に延期

配信期間 参加者数8 /2 4（ 土）～1 0 /1（ 火） 1 3 名

いのちを 守る防災「 大阪防災メ ソッド  ～もし 今災害が起こったら ～」オ ン ラ イ ン

特 別 配 信
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子どもたちを取り巻く状況や生活について学び、地域住民として地域の子どもたちと、

どのように関わることができるか、一緒に考えました。

子ども たちを取り 巻く 状況と 、地域社会の関わり について 山野 則子
大阪公立大学大学院

現代システム科学研究科 教授

学校と 地域ではぐ く む子ども の未来 大谷 裕美子
文科省CSマイスタ ー/

ゆめ☆まなびネット  代表

赤ちゃん親子の居場所づく り

福住 文子
一般社団法人HO M Eステーショ ン

 代表理事

こどもと地域社会コース

1 0 代の子ども たちの現状と 支援

地域の子どもたちと の関わり 方や接し方について 佐野 岳章
ひと 結び 代表/
千里金蘭大学 教育学部 
非常勤講師

●実際に活動さ れている方の具体的な話を聞けてと ても 参考、かつ学びや気づきをいただきまし た。

　 自分の地域の関わり と 支援について改めて大事なこと を気づけまし た。

●その現場その現場での生の声が聞けた。いろいろなやり 方、考え方が学べた。

●得たこと を実践に移し て展開し たい。

受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

1

2

3

4

5

子どもたちを取り 巻く 状況と 、

地域社会の関わり について（ 第1回）

学校と 地域ではぐく む子ども の未来（ 第2 回） 赤ちゃん親子の居場所づく り（ 第4 回）

専 科 ②

現在の子どもたちを取り 巻く 状況や生活について知り 、子どもたちに

対する地域社会の関わり や役割について考える

学校と 地域が協力して子どもたちの学びや成長を支える活動について

紹介し 、ワークショ ッ プを通して意見交換をする

地域で取り 組まれている学習支援や子ども 食堂、居場所づく り の

活動事例を通して、10 代の子ども たちの現状と 支援について学ぶ

現在の子育てを取り 巻く 状況や、地域子育て支援拠点の役割、

地域と 連携し た子育て支援活動、地域住民の子育て支援への

関わり について、事例を通して一緒に考える

地域住民として地域の子どもたちと 、どのよう に関わること ができるのか

を考え、実際に地域で子どもたちと 関わる際の接し 方について学ぶ

11/13～12 /11  毎週水曜日 10 :0 0 ～12 :0 0 　 全5回日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 36 名（ のべ117名）

11/ 13

11/ 20

11/ 27

12/ 4

12/ 11

笠井 あゆみ
一般社団法人あおぞら 湯

代表理事

あおぞら 湯スタッフ

のみなさ ん



受講者の声 (アンケート より )受講者の声 (アンケート より )

2 0

ボランティアって？N POって？

はじ めての市民活動

共感を得ら れる団体へ！

仲間・ 支援者集めのポイント を知ろう

活動をステッ プアッ プさ せるために

知っておきたい資金調達のこと
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岡本　 卓也

有限責任事業組合

まちとし ごと 総合研究所 

レジリ エンス・ シンカ ー / 

東山いきいき市民活動センタ ー 

センタ ー長

ボランティ アやN PO 、社団法人などのそれぞれの違いを学び、

自身にあった活動・ 団体のあり 方について考える

理想の活動に近づけるために大切な資金集めについて、

助成金申請や寄付の獲得を中心に学ぶ

活動を発展さ せていく ために必要不可欠な、一緒に活動する

仲間や支援者を増やすために大切なポイント について学ぶ
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地域で活動する様 な々市民グループ・団体の立ち上げ方や、活動の継続に欠かせない仲間づくりや

活動資金集めのコツを学びました。

市民活動団体立ち上げ入門 コース　
～活動を始めるための仲間づくり・活動資金づくりを学ぼう～

●交流で他の人から 刺激を受けるこ と ができまし た。自分では勉強できないこ と も

　 知るこ と ができてよかったです。

●自分の知識の再確認ができ、さ らに新し い知識が追加できた。

●具体的な内容を体系的に解説し てく れ、満足度が上がり まし た。

団体のビジョ ンや目的を考える(第1回) グループで広報戦略の話し 合い(第２ 回) 自身にあった資金調達プログラムを考える(第3 回)

専 科 ③

11/28～12 /12  毎週木曜日 19 :0 0 ～21:0 0 　 全3 回日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 2 5 名（ のべ58 名）



●SNSの種類と 内容が理解できた。

●動画の編集をやっ てみたかっ たので楽し く できまし た。

●知り たかっ たこ と 、ためになるこ と が多く てし っ かり 学べまし た。
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たくさんあるSNSのそれぞれの特徴・選び方や、利用する上で気をつけるポイントと、

SNSの投稿に役立つショート動画の作成方法や、基本的な投稿方法を学びました。

SN Sを活用し た広報について

スマホでショ ート 動画を作ってみよう

SNSで情報発信コース

SN Sへの基本的な投稿方法について
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SN Sを活用し た広報について（ 第1回） スマホでショ ート 動画を 作ってみよう（ 第2 回） SN Sへの基本的な投稿方法について（ 第3 回）

専 科 ④

ミ ナミ  シゲユキ

プロダクショ ン  レキシブ代表

動画クリ エイタ ー/セミ ナー講師

北 優太

株式会社まさ ゆめ企画 

W EBアド バイザー

広報にSN Sを 使う メ リット や、それぞれのSN Sの違い・ 特徴・ 選び方、

SN Sを 使う 上で知っておきたい注意事項などについて学ぶ

SN Sへの投稿方法として、インスタ グラムを 例に学ぶ

基本の投稿方法（ フィ ード・ スト ーリ ーズ・ リ ール）や、ハッ シュタ グの

つけ方・ 使い方、キャプショ ンを見やすく するコ ツ、ダイレクト メッ セ

ージの活用などについて学ぶ

１０ 数秒程度のショ ート 動画の作成（ 撮影・ 編集）にチャレンジする
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1/22～2 /5  毎週水曜日 19 :0 0 ～21:0 0 　 全3回日   時

総合生涯学習センター会   場参加者数 19 名（ のべ53 名）



●実際に活動さ れている方たちの話がと ても 興味深かっ た。

●現在の活動に活かし たいと 思います。

●地域活性化での問答がと ても 実践的でためになり まし た。
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地域と人をつなぐ場としてシェアスペース・レンタルスペースをどのように使えばいいのか、

また実施にシェア・レンタルスペースの見学もして活用方法を学びました。

地域と人をつなぐ場を学ぶ
シェアスペース・レンタルスペース活用コース

専 科 ⑤

ガイダンス・ スペースの活用事例に学ぶ　 その１

振り 返り・ あなたのやり たいこと は？

活用事例に学ぶ　 その１ 活用事例に学ぶ　 その２ シェ ア・ レンタルスペースの見学

実際にシェ ア・ レンタルスペースを活用・ 運用している方に

来ていただきノ ウハウを学ぶ

あなたのやってみたいこと 、やり たいこと の発表

シェ ア・ レンタルスペースってどんなところ？
文の里商店街にあるシェ ア・ レンタルスペースの見学

スペースの活用事例に学ぶ　 その2
実際にシェ ア・ レンタルスペースを活用・ 運用している方に

来ていただきノ ウハウを学ぶ

10/5～10/26  毎週土曜日 14 :0 0 ～16 :0 0 　 全4回日   時

阿倍野市民学習センター会   場参加者数 14 名（ のべ41名）

4 10 26/

3 10 19/

2 10 12/

1 10 5/

平川　 隆啓
地域コ ーディ ネータ ー

【 ゲスト 講師】

吉浜　 育江
レガサルト 株式会社

広報担当

平川　 隆啓

平川　 隆啓

【 ゲスト 講師】

松下　 美沙子
とり まデザイン



●まち歩き を楽し むヒ ント を多く 学べた。

●大正区の新し い流れの動向や店舗を知るこ と ができてよかっ たです。

●さ んぽ日和と かマルシェ の話が興味深かっ たです。
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まち歩き体験や、現場の声を聞く講座を通じて、知らなかったまちの

魅力再発見と、まちと関わるきっかけ作りを学びました。

まちと関わるきっかけ作りコース 大正区編
専 科 ⑥

まちの課題を大喜利で解決⁉ (第1回) 大正区内まちあるき  (第3 回) 大正区マッ プづく り (第4 回)

11/2～11/3 0  毎週土曜日(11/23を除く )  10 :0 0 ～12 :0 0 　 全4回日   時

難波市民学習センター会   場参加者数 14 名（ のべ38 名）

まちを学んで、興味を湧かせる
まちと 関わって起こった問題や課題について話し 合い、大喜利で

課題を解決してみる

1 11 2/

まちを知って、関わり を持つ
大正区で不動産業をし ながら 、人やまちと のつながり づく り を

仕掛ける楠原陽子さ んの話を聞く

2 11 9/

まちを歩いて、関わり を深める
大正駅から 区の名所、昭和山まで約5 k m を歩き 、古きよき商店街

や空家リノ ベーショ ン事例、大正区ならではの魅力を体感する

3 11 16/

まちを伝えて、自分ごと 化する
まち歩きの振り 返り 作業として、チームに分かれて大正区の地図を

模造紙に描き、現地で見聞きし たこと や感想を付箋に書き出し

共有する

4 11 30/

藤田　 ツキト

【 ゲスト 講師】

楠原　 陽子

昭和山不動産株式会社 代表取締役/

株式会社W ATATSU M I 代表取締役

藤田　 ツキト

株式会社シカト キノ コ  代表取締役

クリ エイティ ブディ レクタ ー

近畿大学 文芸学部 

文化デザイン 学科 非常勤講師

藤田　 ツキト
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3 0人

3 0人

24人

2 0人

2 0人

3 0人

3 0人

3 0人

2 0人

2 0人

2 0人

339人

定　 員 応募者数 受講者数 のべ受講者数コ ース名

プレ本科

入門科

まちにサンカク！

「 つく る・ つたえる・ つながる 」コ ース

まちにサンカク！

「 つく る・ つたえる・ つながる 」コ ース

地域と 人をつなぐ 場を 学ぶ

シェ アスペース・ レンタルスペース活用コ ース

大阪を 語ろう

～好きやねん大阪～コ ース

未来に向けての第一歩コ ース

～こ んな社会になったらいいなを考えてみよう ～

SN Sで情報発信コ ース

本　 科

専　 科

合　 計

3 0人

3 5人

19人

5 8人

11人

14人

21人

4 6人

4 3人

32 人

6 8人

20人

16人

4 0 9人

2 5人

3 6人

18人

3 0人

11人

12 人

15人

2 9人

3 6人

2 5人

19人

14人

14人

276人

2 0人

33人

59人

143人

10 9人

118人

5 0人

9 5人

117人

5 8人

53人

3 8人

41人

9 8 4人

49人

5 4人

【 令和6 年度 いちょ う カレッ ジ　 アンケート 集計結果】

いちょ う カレッ ジ受講実績

まちと 関わるきっかけ作りコ ース

～大正区編～

市民活動団体立ち上げ入門コ ース

～活動を始めるための仲間づく り・ 活動資金づく りを学ぼう！～

いのちを 守る防災コ ース

大阪の魅力発信コ ース

大阪の魅力発信コ ース

こども と 地域社会コ ース

【 本科特別コ ース】まちづく り の

アクショ ンプラン実践コ ース

参加講座・ イ ベント 名

13人 13人

申込

いのちを 守る防災「 大阪防災メ ソッド

～もし 今災害が起こったら ～

オンラ イ ン

特別配信
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この講座で学んだことを活かして、

ボランティア活動やグループ活動に

関わりたいと 思いますか？

この講座を通して学んだ内容や関係する

テーマなどについて、引き 続き 学習を

続けたいと 思いますか？
Q 受講動機はなんですか？Q

Q

[n = 18 5 ]

[n = 18 5 ] [n = 18 5 ]

無
回
答

そ
の
他

友
人
を
作
る
た
め

ま
ち
づ
く
り
な
ど
社
会
貢
献
活
動
を
し
た
い
か
ら

自
分
の
知
識
や
経
験
を
活
か
せ
る
か
ら

余
暇
を
有
意
義
に
過
ご
す

交
通
が
便
利
だ
か
ら

時
間
帯
が
よ
か
っ
た

受
講
料
が
安
い

講
師
に
興
味
が
あ
っ
た

テ
ー
マ
に
興
味
が
あ
っ
た

教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め

講座の満足度はいかがでしたか？Q

[n = 18 5 ]

無回答

5人（ 2 .3 % ）

大変よかった

102 人（ 55 .1% ）

あまり よく なかった

3人（ 1.6% ）

よかった

75人（ 4 0 .5% ）

6 人

（ 3 .2 % ）

6 人

（ 3 .2 % ）

37人

（ 2 0 .0 % ）

5 6 人

（ 3 0 .3 % ）

52 人

（ 2 8 .1% ）

3 5 人

（ 18 .9 % ）

4 3 人

（ 2 3 .2 % ）

5 6 人

（ 3 0 .31% ）

141人

（ 76 .2 % ）

4 0 人

（ 21.6 % ）

2 5 人

（ 13 .5 % ）

9人

（ 4 .9 % ）

どちらかと いえば、

そう 思わない

6人（ 3 .2 % ）

無回答

5人（ 2 .7 % ）

思わない

1人（ 0 .5% ）

そう 思う

101人（ 5 4 .6% ）

どちらかと いえば、

そう 思う

7 2 人（ 3 8 .9 % ）

無回答9人（ 4 .9 % ）

どちらかと いえば、

そう 思う

7 2 人（ 3 8 .9 % ）

どちらかと いえば、

そう 思わない

16人（ 8 .6% ）

思わない6人（ 3 .2 % ）

そう 思う

82 人（ 4 4 .3 % ）
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令和7年度のいちょう カレッ ジのご案内は、総合生涯学習センターのホームページ・ SN Sや、

大阪市内の市民学習センター・ 区役所・ 区民情報センター・ 図書館等で

配架予定の総合パンフレット・ 各コ ースの個別チラシをご覧く ださ い。

いちょ う カレッ ジ ホームページ

http s://o sakad em anab u .co m /co llege

開館時間　 午前9 時3 0 分～午後9 時3 0 分(日・ 祝は午後5 時まで)

休 館 日　 毎月第1・ 第3月曜日/年末年始(12 月28日～1月4日)

お問い合わせ

大阪市立総合生涯学習センタ ー　 企画推進課

〒53 0 -0 0 01  大阪市北区梅田 1-2-2-5 0 0 (大阪駅前第2ビル5・ 6 階)

TEL:0 6 -6 3 45 -5 0 0 4 　 FA X:0 6 -6 3 4 5 -5 019

h ttp s://o sa k a d e m a n a b u .co m /u m e d a /

令和7年度　 いちょ う カレッ ジの募集について

いちょ う カレッ ジ Faceb o o k  ページ

http s://w w w .faceb o o k .co m /icho .co llege .O SAKACITY

https://osakademanabu.com/college
https://osakademanabu.com/umeda/
https://www.facebook.com/icho.college.OSAKACITY
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令和6 年度　 大阪市生涯学習まちづく り 市民大学

　  「 いちょ う カレッ ジ」報告書 



● 主 催 ●

大阪市立総合生涯学習センタ ー

(指定管理者： 大阪教育文化振興財団・ SPS共同事業体)


